
セッション名 演題番号 筆頭演者氏名 演題

O1-1 酒井 紫帆 治療方針を検討中に破裂した小児pial arteriovenous fistulaの治療

O1-2 東園 和也 破裂を来したde novo AVMの1例

O1-3 山田 哲久 脳出血発症から5年以上経過して脳動静脈奇形の根治術を行った二症例

O1-4 生天目 かおる 再生不良性貧血に合併した脳内出血の1例

O1-5 坂口 顕弘 診断に苦慮した慢性被膜化脳内血腫の一例

O2-1 相川 光広 CT灌流画像で経過を追跡し得た虚血発症中大脳動脈解離の1例

O2-2 金子 純也 くも膜下出血の術前再破裂率軽減を目的とした超早期全身麻酔導入の意義

O2-3 鈴木 剛 重症くも膜下出血患者の予後因子の検討

O2-4 今野 慎吾 Angry brainにもかかわらず従命を得た１例

O2-5 谷崎 義生 自院に救急搬送された脳卒中患者の二次事後検証による救急隊活動の評価の取り組み

O3-1 城倉 健 救急外来での方向交代性背地性眼振の鑑別：小脳病変 vs 良性発作性頭位めまい症

O3-2 岩瀬 正顕 外転神経麻痺の診断

O3-3 三浦 敏靖 硬膜動静脈瘻によるけいれん重積の3例

O3-4 三好 絢子 高血糖が誘因でてんかん重積状態となった側頭葉てんかん術後の一例

O3-5 畝本 恭子 けいれん重積患者の入院長期化要因の検討

O4-1 朝見 正宏
交通事故で受傷した重症頭部外傷患者における病院搬入時の生理学パラメーターと予後についての検討
（頭部外傷データバンク【プロジェクト 2015】より：【プロジェクト2004，2009】との比較）

O4-2 佐々木 和馬 アルコールが頭部外傷に及ぼす影響について－日本外傷データバンクを用いた検討－

O4-3 永山 正雄 交通事故の加害・被害実態、発生原因、予防対策に関する脳神経内科学的解析

O4-4 荒木 尚 小児脳死下臓器提供における被虐待児除外の問題点と対策

O4-5 佐々木 和馬 当救命救急センターでの神経救急疾患治療体制－救急医療の働き方改革下における当救命センターの取り組み－

O5-1 土屋 智裕 救急センターにおけるヘッドセット型脳波の有用性の検討

O5-2 細川 透 小児における急性脳症と熱性痙攣重積症の早期鑑別が可能かポータブル自動瞳孔計による検討

O5-3 大日方 洋文 TTM中の神経学的予後予測　ABRと自動瞳孔計の比較

O5-4 佐藤 慎 初療室で行う緊急内視鏡下脳内血腫除去術

O5-5 佐々木 和馬 神経救急疾患における神経内視鏡手術を用いた治療戦略についての検討

O6-1 東盛 雄政 新型コロナワクチン接種後の一過性全健忘における発作時脳血流SPECTの検討

O6-2 村田 夕紀 Wernicke脳症入院例の臨床的転帰

O6-3 近藤 あむろ アシクロビル脳症と水痘・帯状疱疹ウイルス髄膜脳炎との鑑別に苦慮した1症例

O6-4 神林 隆道 Finger drop variantの臨床像を呈したギラン・バレー症候群の1例

O6-5 工藤 小織 全身感染症合併から考える神経救急感染症の治療方針

一般演題6

一般演題1

一般演題2

一般演題3

一般演題4

一般演題5


